




  特に DMP(D 型)の早期死亡例がどの様な状況で経過したかを知り、今後の反

省とするために、吾々の病院に入院した 56 例の D 型死亡者の入院から死亡ま

での経過をし線的に心に対しては CTR の変化、胸郭変形に対しては横隔膜穹隆

部左右比、肺長左右比等につき、その程度及び進展の状況並びに肺炎、気管支

炎等合併症の状況につき、死亡者を 12～15 才群、16～19 才群、20 才以上群に

3区分して考え、更に剖検所見との対比により検討したが、死亡年令は、15 才、

16 才、20 才にピークがあり、


